
オ　家づくりと住まい方を通じた地域循環共生圏の創造に向けて
私たちの家づくりや住まい方は、地域の木材や再生可能エネルギー等の地域資源の持続可能な利用等

を通じて、地域循環共生圏づくりに貢献するものになります。例えば、中山間地域において、地域の木
材を利用した家造りに加え、薪ストーブを住宅に設置し、地域の里山の薪を利用することは、地域の持
続可能な里山や森林の管理につながります。薪ストーブ利用によって生じる灰は、農地の肥料として活
用することもできます。また、再生可能エネルギーによる電気の購入等により再生可能エネルギーの地
産地消を促すこともできます。このように、私たちの住み方と地域資源の循環とを結び付けること、そ
のような住まいづくりを進める企業や行政等との連携・協働により、地域循環共生圏の創造につなげる
ことができます。

めぐるでんきは、東京ローカルからはじまるエネルギーの地産地消を目指し、地域を元気にすることを目
的に、再生可能エネルギー発電事業者から調達した電気の販売事業を展開しており、2019年4月から、地
域応援プラットフォーム「めぐるスイッチ」を開始しました。

めぐるスイッチは、消費者がめぐるでんきに支払う電気代の一部を地域に根ざした持続性のあるプロジェ
クトに資金を還元していくことにより、地域の共感と支援を増やしていくことを目的としています。地域の
様々な課題に取り組むプロジェクトを募集し、2019年度は、板橋区のママコミュニティや古民家保存利活
用、ものづくり交流の場の設立を目指す団体等、全9プロジェクトを採択・支援しており、子育てママの社
会復帰支援とママと社会をつなぐ地域小冊子の発行や大正6年築造の商家を利活用した地域レストラン等の
住人活動がより積極的になっています。

同社は、電気代がめぐって地域の豊かさにもどってくることで、地域のコミュニティが創出され、それが
地域の課題解決につながっていくことを目指しています。

おむすびをテーマにした地域レストラン

資料：めぐるでんき

めぐるでんきの事業イメージ

資料：めぐるでんき

事例	 エネルギーの地産地消による地域の課題解決（めぐるでんき）

長野県を拠点に住宅の建築やリフォームなどを請け負うアトリエデフでは、人と環境に優しい丁寧な暮ら
しを実践する「循環の家」づくりを進めています。自然の循環に還ることのできる安心安全な自然素材の活
用を徹底し、100年住み続けられる自然と共生する家づくりを行っています。

国産の無垢材、長野県東御市の土と無農薬の藁を使った土壁、国内産の木の断熱材、岩手県産の木酢液や
青森ひば油などを加えた天然接着剤等を使用し、化学物質は一切使っていません。土壁は、調湿作用や蓄熱・
蓄冷に優れ、使い終われば自然に戻るものです。建具、キッチン、風呂等にも木材をふんだんに使い、職人
の手で作ります。建築資材における木材の使用率は一般的な家と比較して1.5倍から2倍ほどになります。

事例
	 地域の自然の恵みを活かし、循環する丁寧な暮らしをつくる「循環の家」

（アトリエデフ）
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